
大学との連携・協力

（１） 杉並区と区内高等教育機関との連携協働に関する包括協定

平成 16 年 10 月 29 日、杉並区と区内高等教育機関（女子美術大学・女子美術大学短期大学

部、高千穂大学、東京立正女子短期大学、明治大学、立教女学院短期大学）は、区民の生涯学

習を支援し、相互の人的、知的、物的資源の交流・活用を図り、教育、文化、まちづくり等の分野

で協力し、地域の発展と相互の交流、人材育成等に寄与するため、包括協定を締結。

○協定に基づき行う事項

①教育、文化、スポーツの振興・発展のための連携

②人材育成のための連携

③まちづくりのための連携

④産業振興のための連携

⑤その他、協議し必要と認める連携

（２） 女子美術大学との連携・協働

上記の協定に基づき、平成 19 年 5 月 28 日、デザインの先端研究を進める女子美術大学と、

すぎなみの輝き度向上を目指す区が、相互に連携協働し、区が外部に発信するポスターなどの

デザインをより魅力的なものに向上させることを目的として、「杉並区と女子美術大学とのデザイ

ンに係る連携協働に関する協定書」を取り交わした。

○締結した協定の主な内容

・大学は、区からの依頼に基づき、杉並区の施策・事業に関するデザイン案の作成をする。

・協定に基づく調査研究事項について、区の同意を得たうえでデザイン等を学術研究用の資

料として扱うことができる。

この協定に基づき、平成１９年度以降、女子美術大学との協働により、区の一部の施策・事業

に関するポスターのデザインを行っており、平成２２年度末までに２６種類のポスターを作成した。

○取組の中心となるポスター以外にも、平成２１年５月に開館した杉並芸術会館（愛称「座・高

円寺」）のロゴデザインなどについて、女子美術大学との連携協働により作成している。

■ 「座・高円寺」ロゴデザイン

※ 杉並名誉区民である小柴昌俊博士（ノーベル物理学賞受賞者）の筆による「座」の文

字を活かして作成
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